
 

 

 

 

 

 

 
 
 
「楽しく，仲良く，思い出に残る最高の臨海学校にしよう。」が今回の臨海学校のテーマ

でした。シラチャ日本人学校は日本全国そして，世界の各地域から子どもたちが集まってき
ています。その仲間たちと一緒に，一生に一度の行事である臨海学校を成功させようという
思いで，子どもたちと準備を進めてきました。思い起こせば，私自身，小学校の卒業文集に
林間学校での出来事を記した経験があります。内容は恥ずかしいものでしたが・・・。 
 思い出に残る臨海学校にするために，どのようなことができれば，この臨海学校が大成功
だったと言えるのか。そのことについて，子どもたちとよく話し合いました。「臨海学校ま
でに遠泳の練習を一生懸命取り組んだ！」や，「友達と協力してビーチゲームやキャンプフ
ァイヤーの企画について工夫を重ねたぞ！」。こんな気持ちを持って本番に臨めば，きっと
子どもたちは，持ち前のパワーを発揮してがんばってくれるにちがいない。そして，臨海学
校でがんばれたことが思い出や感動という財産になるのだと考えました。 
 そして，迎えた当日。普段の学校生活では絶対にすることのできないビーチでの活動が始
まりました。一生懸命に，本当に楽しそうに，という言葉がぴったりの生き生きとした取り
組みをする姿が見られます。具体的には，子どものアイディアから生まれた「砂うめゲーム」
というものがありました。仲間を一人ずつ，砂の中に埋めていきます。埋められる人はもち
ろん，埋める人も声をかけ合いながら，砂をかけていきます。一人ひとりが埋まっていく様
子を見ることは，お腹を抱えるくらい楽しいものでした。 

 ２日目は，遠泳がありました。遠泳を迎える前
に，学校のプールで練習を重ねてきました。自分
と一緒に泳ぐバディの仲間を大切にしました。２
００メートルから徐々に距離を長くしていき，臨
海学校の１週間前には，ついに目標の１０００メ
ートルを泳ぎ切りました。ちなみに，練習で泳い
だ距離は１００００メートルに及びます。当日は，
クラゲをさけながらの遠泳となりましたが，練習
の成果を発揮し泳ぎ切ったことが子どもたちの
思い出に残りました。 
 臨海学校の最後の活動は，キャンプファイヤー

です。キャンプファイヤーは「燃えろよ燃えろ」を歌ったり，みんなでジンギスカンの曲に
合わせてダンスをしたりしました。子どもたちの代表が，振り付けを決めて，みんなで練習
をしてきたものです。代表の子に合わせて振り付きダンスをするのは，心が解放されて，子
ども同士の気持ちをつなげる機会となりました。その後は雰囲気を変えて，みんなで家族へ
の感謝の手紙を読んでいきました。２日間家族と離れて生活していて，寂しさも感じていま
した。そんななか，自分が悲しかったり，くやしかったりしたときに親が励ましてくれたり，
支えてくれたりしたエピソードを精一杯語っていきました。つらかったことや感謝の思いで
感動し、泣きながら手紙を読んでいきました。涙ながらに語る姿を見て，我々教員も胸を打
たれました。 
 今回の臨海学校を通して子どもたちは多くのことを学ぶことができたと確信しています。
遠泳に向けての体力と耐力，キャンプファイヤーやビーチゲームを通しての友達との協力，
親や教員，コーチ，リゾートの方への感謝，活動を一生懸命に取り組んだことによる達成感
と充実感などです。テーマの「思い出に残る最
高の臨海学校にしよう」は，子どもたちのがん
ばりによって見事に達成されました。 
 今年度の臨海学校は，昨年度のフアヒンから
場所が変わり，ジャンタブリーで実施されまし
た。臨海学校を成功させるため，場所の選定か
らはじまり，半年以上もかけて入念に準備を進
めるなど，多くの方の協力があって実現できた
ものです。子どもたちのために，学校内外の方
のチームワークによって実施できたものです。
５年担任として，協力をしていただいた全ての
方に感謝申し上げ，終わりと致します。 
         （５年担任 成田 潤一） 
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